
宿 泊 税 は 自 然 環 境 と 観 光 、 村 民 生 活 が 高 度 に 調 和 し た 「 世 界 一 サ ン ゴ と 人 に や さ し い 村 」 と し て 、 持 続 的 な 観 光 の 振 興 を
図 り 、 世 界 で ト ッ プ ク ラ ス の リ ゾ ー ト 地 に 向 け た 発 展 を 目 指 す た め の 大 切 な 財 源 と な り ま す 。

記 事 担 当 ： 宮 﨑 匠

１ ． 恩 納 村 と し て 目 指 す こ と

4 ． 宿 泊 税 の 導 入 ス ケ ジ ュ ー ル （ 案 ）

制 度  ・  導 入

宿 泊 事 業 者 向 け

条 例 作 成 恩 納 村議 会 審 議県 議 会 審 議 総 務 省協 議

各 種 徴 収 準 備
宿 泊 税 の 周 知 税 シ ス テ ム 整 備 な ど

マ  ニ  ュ  ア  ル  整  備 ・ 配  布

統 一 広 報 物 の 配 布 な ど

沖 縄 県

説 明 会

恩 納 村 役 場

ヒ ア リ ン グ

登 録 申 請 書

送 付

特 別 徴 収 義 務 者

登 録 申 請

徴  収  開  始 ・ 運  用
（ 開 始 は 調 整 中 ）

7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 2 3 4 5 6

令 和 7 年 度 令 和 8 年 度 令 和 9 年 度

※ 上 記 の ス ケ ジ ュ ー ル に つ い て は 、 あ く ま で 予 定 と な っ て お り ま す 。

県 の 制 度 設 計 と あ わ せ 、 自 治 体 で 導 入 を 行 う 恩 納 村 含 む ５ 市 町 村 に つ い て も 、 そ れ ぞ れ 宿 泊 税 制 度 を 統 一 し た 形 で 運 用
し て  い く こ と と な り ま  す  。

２ ． 宿 泊 税 制 度 の 概 要

税 目 宿 泊 税

納 税 義 務 者 恩 納 村 内 の 宿 泊 施 設 に お け る 宿 泊 者

徴 収 方 法 宿 泊 施 設 （ 民 泊 含 む ） に よ る 特 別 徴 収

課 税 標 準
１ 人 １ 泊 あ た り の 宿 泊 料 金
※ た だ し 、 宿 泊 料 金 1 0 0, 0 0 0 円 を 上 限 と す る

課 税 免 除

・ 修 学 旅 行 そ の 他 の 教 育 活 動 に 参 加 し て い る 者 又 は
こ れ ら の 者 を 引 率 す る 者

・ 公 益 財 団 法 人 日 本 中 学 校 体 育 連 盟 そ の 他 の 規 則 で
定 め る 団 体 が 主 催 す る 大 会 に 参 加 す る 学 生 等 又 は こ れ ら
の 者 を 引 率 す る 者

税 率 定 率 ２ ％ （ 税 配 分 恩 納 村 1. 2 % ： 沖 縄 県 0. 8 % ）

税 収 見 込 額 恩 納 村 約 5. 5 億 円 （ 沖 縄 県 全 体 7 7. 8 億 円 ）

施 工 予 定 日 令 和 ９ 年 １ 月 １ 日 施 行 予 定

見 直 し 規 定
条 例 施 行 後 ３ 年 経 過 後 に 見 直 し を 行 う こ と と す る
規 定 あ り

項  目 内  容

課 税 免 除 対 象

学 校 以 外 の 団 体 が 行 う 教 育 的 意 義 を 持 つ 活 動

に お け る 宿 泊 （ 地 域 ク ラ ブ な ど ）

学 校 が 行 う 教 育 活 動 に お け る 宿 泊 （ 授 業 、 学 校

行 事 、 課 外 活 動 ）

課  税  標  準 ・ 税  率

税 率 は 恩 納 村 分 （ 1. 2 % ） と 沖 縄 県 分 （ 0. 8 % ）

を あ わ せ て 徴 収 い た し ま す 。

１ 人 １ 泊 あ た り の 素 泊 ま り 宿 泊 料 金 1, 0 0 0 円

未 満 の 端 数 を 切 り 捨 て 処 理 し た 額 に 対 し て

宿 泊 税 を 算 出 し ま す 。

※ 一 部 、 県 に て 検 討 中 事 項 が 残 っ て い る た め 、 修 正 の 可 能 性 あ り

観 光 事 業 者 へ の ヒ ア リ ン グ 及 び 恩 納 村 宿 泊 税 使 途 検 討 委 員 会 を 設 置 し 、 具 体 的 な 使 途 事 業 の 方 向 性 を 地 域 と 共 に 協 議 し 、
決  定 し て い き ま す 。

3 ． 宿 泊 税 の 使 途 に つ い て

使 途 事 業 選 定 の プ ロ セ ス

1
サ ン ゴ の 村宣 言 に 資 す る取 り 組 み

2
納 税 者 還 元 の取 り 組 み

恩 納 村 宿 泊 税

使 途 検 討 委 員 会 で

具 体 的 事 業 を 選 定

3
事 業 の 柱

1.  持 続 可 能 な 観 光 地 づ く り

2.  利 便 性 ・ 満 足 度 の 向 上

3.  受 入 体 制 の 充 実 ・ 強 化

5.  徴 収 に 係 る コ ス ト 全 般

4.  村 民 （ 県 民 ） の 理 解 促 進

透 明 性 の 確 保 観 光 事 業 へ の 充 当 地  域 一  体 と な っ た 観  光  振  興

（ 2 ） 納 税 者 還 元 の 取 り 組 み 目 的 税 と し て 、 持 続 的 な 観 光 振 興 に 資 す る 取 り 組 み を 想 定

（ 1 ） サ ン ゴ の 村 宣 言 「 2 0 3 0 年 ま で に あ り た い 姿 」 に 資 す る 取 り 組 み を 想 定
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稲 村  雅 司  議 員 P 1 0℡ 0 9 0 -9 4 0 4 -6 3 8 2

❶ 防 犯 カ メ ラ ・ 防 災 カ メ ラ の 整 備 状 況 と 今 後 の 方 針 に
　 つ い て

❷ 自 然 海 岸 ・ 海 浜 の 安 全 管 理 と 今 後 の 体 制 づ く り に
　 つ い て

❸ 山 田 地 区 汚 水 処 理 施 設 に つ い て

大 城  保  議 員 P 1 4℡ 9 6 4 -3 8 4 1

❶ 農 産 物 資 材 購 入 補 助 金 に つ い て

❷ 農 業 担 い 手 育 成 に つ い て

❸ 行 政 区 運 営 補 助 金 に つ い て

❹ 環 境 整 備 事 業 に つ い て

當 山  直 彦  議 員 P 1 5℡ 0 9 0 -1 9 4 5 -6 0 7 4

❶ 救 急 医 療 情 報 キ ッ ト の 活 用 促 進 に つ い て

❷ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 未 来 都 市 と し て 実 施 す る 農 福 連 携 に つ い て

❸ 分 野 横 断 型 の 就 労 的 活 動 支 援 コ ー デ ィ ネ ー タ ー の
　 配 置 に つ い て

當 山  達 彦  議 員 P 1 1℡ 9 6 6 -2 1 6 4

❶ 農 業 振 興 に つ い て

❷ 高 潮 対 策 に つ い て

❸ 防 災 に つ い て

新 城  哲  議 員 ℡ 0 9 0- 6 8 6 4- 5 1 1 0 P 1 2

❶ 子 育 て 教 育 に つ い て

❷ 学 校 教 育 の 充 実 に つ い て

❸ 文 化 の 振 興 に つ い て

❹ 環 境 に つ い て

❺ 地 域 福 祉 等 に 関 す る ア ン ケ ー ト 結 果 報 告 に つ い て

安 里  周 作  議 員 P 1 3℡ 9 6 6 -8 3 5 2

❶ フ リ ー  ス ク ー  ル に つ  い  て

❷ さ く ら  ね  こ （ Ｔ Ｎ Ｒ ） 活  動  に  つ  い  て

❸ 行 政 懇 談 会 に つ い て

佐 渡 山  明  議 員 ℡ 9 6 6 -2 4 4 3 P 1 6

❶ 民 泊 の 規 制 に つ い て

❷ 恩 納 通 信 所 跡 地 の 墓 地 区 域 内 に 浄 化 槽 の 建 設 は
　 不 可 能 と 考 え る が 村 の 判 断 を 伺 う

喜 納  正 誠  議 員 P 1 7℡ 9 6 4 -2 5 8 0

❶ 恩 納 村 通 信 所 跡 地 の 開 発 一 連 の 流 れ に つ い て

❷ 喜 瀬 武 原 小 中 学 校 廃 校 後 の 跡 地 利 用 に つ い て

宮 﨑  匠  議 員 P 1 8℡ 0 9 0 -9 7 8 3 -4 6 2 4

❶ 農 産 物 資 材 購 入 等 補 助 金 の 増 額 に つ い て

❷ 村 民 給 付 型 商 品 券 事 業 の 実 施 に つ い て

❸ 保 育 料 の 完 全 無 償 化 に つ い て

❹ 農 水 産 物 の ６ 次 産 業 化 の 推 進 に つ い て

❺ 若 者 、 子 育 て 世 帯 の 定 住 促 進 策 に つ い て

比 嘉  秀 康  議 員 P 2 0℡ 0 8 0 -6 4 9 0 -5 6 5 8

❶ 山 田 区 内 村 道 多 幸 山 線 の 陥 没 の 修 繕 に つ い て

❷ 山 田 区 内 の 不 法 投 棄 に つ い て

❸ 河 口 閉 塞 に つ い て

❹ 村 内 の セ グ ロ ウ リ ミ バ エ の 被 害 状 況 と 対 策 に つ い て

山 田  政 幸  議 員 P 2 1℡ 9 6 7 -8 4 8 5

❶ 県 道 １ ０ ４ 号 線 の 整 備 促 進 に つ い て

❷ 村 道 安 全 対 策 に つ い て

❸ 喜 瀬 武 原 小 中 学 校 跡 地 利 用 の 進 捗 に つ い て

亀 谷  梢  議 員 P 1 9℡ 9 6 6 -2 1 1 5

❶ 観 光 と 文 化 の 融 合 及 び 伝 統 文 化 保 存 に つ い て

❷ 行 政 ・ 住 民 サ ー ビ ス 及 び 職 員 研 修 に つ い て

令 和 7 年 第 5 回 定 例 会 一 般 質 問 （ 9 月 1 1 日 ）

令 和 ７ 年 第 5 回 定 例 会 一 般 質 問 （ 9 月 1 2 日 ）

1 2 月 定 例 会 は 、1 2 月 2 日 （ 火 ） を 予 定 し て い ま す 。

令 和 7 年 第 7 回 （ 1 2 月 ） 恩 納 村 議 会 定 例 会
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